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量産型カラーテレビ D-21WE

所 在 地
神奈川県川崎市

株式会社東芝　東芝未来科学館

公開

株式会社東芝　東芝未来科学館

東京芝浦電気株式会社（現：株式会社東芝）

1960年

現存する日本最初期の市販・量産型カラーテレビである。1960(昭和35)
年開始のカラーテレビ本放送にあわせて，各社から出されたカラーテレ
ビ受像機の当時の技術を示す製品である。NTSC（National Television
System Committee，全米テレビジョン放送方式標準化委員会）方式に準
拠し，RCA社製21CYP22カラーブラウン管，真空管28個，ダイオード2石が
使用された。消費電力380W，大きさW780×H705×D721(mm)，重さ88kg，
価格は52万円で，月産4～500台が生産された。同年のカラーテレビ国内
生産台数は約5,000台であった。
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